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巻

頭

言

八
月
に
入
り
、
日
差
し
も
強
く

照
り
つ
け
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
外
部
寄
稿
は
長
年
、
光
の

家
の
田
中
前
理
事
長
と
親
交
を
深
め

合
っ
て
い
た
聖
明
園
の
本
間
会
長
様

か
ら
「
歴
史
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

意
義
」
と
い
う
題
で
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
か
ら
東
京
光
の
家
が

一
〇
〇
年
の
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
キ

リ
ス
ト
教
の
「
愛
の
実
践
」
の
精
神

で
盲
人
に
愛
を
注
ぎ
続
け
て
い
る
こ

と
が
、
利
用
者
一
人
一
人
の
幸
せ
な

暮
ら
し
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
大

変
、
光
栄
な
お
話
を
頂
き
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
間
会
長
が
お
っ
し
ゃ
る

「
継
続
は
力
な
り
」
の
通
り
、
光
の

家
は
バ
ザ
ー
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
等
、
利
用
者
へ
の
基
本
方
針
で
あ

る
～
生
活
に
は
喜
び
を
～
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
理
事
長　

石
渡　

健
太
郎
）

〜 All for one, One for all. 〜

あ
ら
ゆ
る
良
い
贈
り
物
、
あ
ら

ゆ
る
完
全
な
賜
物
は
、
上
か
ら
、
光

の
父
か
ら
下
っ
て
来
る
。
父
に
は
、

変
化
と
か
回
転
の
影
と
か
い
う
も

の
は
な
い
。
父
は
、
わ
た
し
た
ち
を
、

い
わ
ば
被
造
物
の
初
穂
と
す
る
た

め
に
、
真
理
の
言
葉
に
よ
っ
て
御

旨
の
ま
ま
に
、
生
み
出
し
て
下
さ
っ

た
の
で
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
の
手
紙　

第
一
章　

十
七
節
～
十
八
節
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川
は
流
れ
て
留
ま
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。
時
も
ま
た
留
ま
る
こ
と

な
く
過
ぎ
去
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
国

家
に
も
企
業
に
も
社
会
福
祉
法
人
に

も
、
さ
ら
に
は
家
庭
に
も
個
人
に

も
、
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
山
形
県
に
は
、
千
年
の
時
を

眺
め
て
き
た
桜
の
銘
木
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
の
敷
地
に
は
、
そ
の
歴
史
を

受
け
継
い
だ
桜
か
ら
移
植
さ
れ
た
桜

が
、
日
一
日
と
育
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
に
、
桜
の
苗
木
を
二

本
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
一
本
は
、
山
形
県
指
定
天
然
記
念

物
で
あ
る
樹
齢
一
三
〇
年
の
薬
師
桜

（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
）
の
芽
か
ら
育
て

た
若
木
を
、
芽
を
摘
ん
だ
親
樹
に
接

い
で
育
て
た
苗
木
で
す
。
親
樹
の
遺

伝
子
を
完
全
に
受
け
継
ぐ
「
分
身
」

で
あ
り
、
親
樹
と
同
じ
樹
命
を
持
つ

千
年
桜
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
本
は
聖
明
福
祉
協
会
創
立
五
〇
周

年
を
記
念
し
て
、
長
野
市
の
指
定
天

然
記
念
物
の
シ
ダ
レ
桜
か
ら
育
て
た

苗
木
で
す
。
樹
齢
四
三
〇
年
の
親
樹

は
天
宗
寺
境
内
に
あ
り
、
本
堂
に
向

か
っ
て
合
掌
す
る
よ
う
に
枝
を
広
げ

て
い
る
姿
か
ら
「
合
掌
桜
」
と
呼
ば

れ
、
参
拝
す
る
人
々
の
信
仰
を
集
め

て
い
ま
す
。
千
年
･
二
千
年
の
後

ま
で
も
聖
明
園
の
弥
栄
を
願
い
、
こ

の
二
本
の
桜
を
庭
に
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
聖
明
園
を
千
年
後
の
人
々
に

託
す
思
い
を
込
め
て
、
二
本
の
桜
を

慈
し
ん
で
お
り
ま
す
。

福
祉
の
世
界
に
お
い
て
は
、
明

治
時
代
の
先
駆
者
に
よ
っ
て
小
さ
な

種
が
播
か
れ
、
や
が
て
制
度
を
生

み
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
整
備
拡

大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
東
京
光
の
家

も
創
立
か
ら
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
刻

み
、
今
や
一
一
〇
年
へ
の
歩
み
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
創
業
者
秋
元
梅
吉

先
生
、
二
代
目
の
田
中
亮
治
先
生
と

は
、
大
変
親
し
く
ご
厚
誼
を
頂
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
日
盲
社
協
の
草
創

期
、
秋
元
先
生
と
と
も
に
盲
人
の
福

祉
や
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今こ
ん

日に
ち

、

日
盲
社
協
の
会
合
な
ど
に
出
席
を
す

る
と
き
、
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い

の
は
、
田
中
亮
治
先
生
の
想
い
出
で

す
。
信
頼
の
絆
は
時
を
刻
む
ご
と
に

深
ま
り
、
尊
敬
の
念
を
深
く
し
た
も

の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
の
実

践
」
の
精
神
が
源
と
な
り
、
時
の
流

れ
と
と
も
に
水
の
流
れ
の
ご
と
く
に

光
の
家
は
多
く
の
盲
人
に
愛
を
注
い

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
光
の
家
が
福
祉

の
歴
史
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
誠

に
大
き
く
、
神
の
御
心
に
沿
っ
た
成

果
は
一
人
一
人
の
利
用
者
の
幸
せ
な

暮
ら
し
に
表
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
一
〇
〇
年
を
超
す
時
の
流
れ
、
尊

い
歴
史
の
具
現
で
あ
り
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
一
八
七
四
年
、
大
分

県
に
生
ま
れ
た
久
留
島
武
彦
が
残
し

た
名
言
で
あ
り
ま
す
。
同
氏
は
児
童

文
学
者
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
も
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
だ
っ
た
の
で
す
。
日
本
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
と
も
言
わ
れ
た
人
で
す
。
久

留
島
の
講
演
活
動
な
ど
す
べ
て
の
基

本
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
に
始
ま
り
、

そ
れ
を
川
の
流
れ
の
ご
と
く
間
断
な

く
実
践
し
続
け
た
と
こ
ろ
に
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

良
き
種
は
太
陽
の
恵
み
、
水
の
恵

み
、
豊
か
な
土
の
恵
み
に
よ
っ
て
育

ち
ま
す
。
三
代
目
石
渡
健
太
郎
理
事

長
も
、
先
代
理
事
長
の
お
姿
を
偲
び

つ
つ
、
東
京
光
の
家
の
歴
史
を
継
承

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
が
九
十
三
歳

と
な
っ
た
今
で
も
、
こ
う
し
て
社
会

事
業
を
営
む
者
同
士
で
交
流
が
出
来

て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
東
京
光
の
家
の
益
々
の
事
業

の
発
展
を
願
っ
て
本
稿
を
閉
じ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

歴
史
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義

�

社
会
福
祉
法
人
聖
明
福
祉
協
会
　
会
長
　
本
間 

昭
雄
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光
の
家
で
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い

た
週
一
回
の
全
職
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

加
え
、
今
年
四
月
か
ら
は
、
週
一
回

の
抗
原
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
七
月
に
は
、
ウ
ィ
ル

ス
感
染
の
第
七
波
の
到
来
と
と
も
に
、

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
を
中
心
に
、
十

名
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が

発
生
し
ま
し
た
。
光
の
家
で
は
、
四

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
め
て
お

り
、
今
後
も
検
査
や
予
防
の
手
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
感
染
の
終
息
と
再

発
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

週 1 回行っている抗原検査キット

定
期
検
査
強
化

四
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

光
の
家
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

理
事
長

　
　
　

石　

渡　

健
太
郎

理　

事

　
　
　

亀　

岡　

寛　

治

　
　
　

小　

舘　

美　

彦

　
　
　

杉　

山　

美　

穂

　
　
　

月　

本　

昭　

男

　
　
　

石　

渡　

幸　

美

監　

事

　
　
　

白　

井　

富
士
夫

　
　
　

藤　

田　
　
　

洋

顧　

問

　
　
　

相　

澤　

忠　

一

　
　
　

杉　

山　

閑　

男

評
議
員

　
　
　

安　

藤　

璀　

子

　
　
　

岩　

佐　

玲　

子

　
　
　

梅　

田　

俊　

幸

　
　
　

加　

藤　

保　

武

　
　
　

澤　

田　

研　

二

　
　
　

山　

下　
　
　

望

　
　
　

横　

引　

公　

一

法
人
役
員

ウクライナ義援金をお渡ししました

澤田研二氏藍綬褒章受章祝賀会

光
の
家
で
は
、
ロ
シ

ア
の
侵
攻
に
よ
り
苦
し

ま
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
皆
様
を
励
ま
す

た
め
の
義
援
金
を
職
員
、

利
用
者
に
募
り
、
日
野

市
の
大
坪
市
長
に
託

し
ま
し
た
。

日
野
市
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
空
手
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
務

め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
深
い
縁
が
あ
り

ま
す
。
光
の
家
か
ら
贈
ら
れ
た
義
援
金

六
十
万
円
は
、
日
野
市
で
受
け
入
れ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
の
支
援
事

業
等
に
使
わ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

東
京
光
の
家
の
評
議
員
、
そ
し
て

愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
の
会
長
を
務

め
て
頂
い
て
い
る
澤
田
研
二
評
議
員
が
、

令
和
三
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
る
保
護
司
と
し
て
の
更
生
保
護
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
受
章
で
し
た
。

今
年
の
四
月
二
十
四
日
に
は
、
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
に
お
い
て
、「
澤

田
研
二
氏
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

澤
田
評
議
員

藍
綬
褒
章
受
章

ウクライナ義援金を
日野市の大坪市長に
お渡ししました
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さあ、高尾山に登るぞ！

無重力って不思議な感覚だなぁ～

昭和記念公園で花に囲まれて

桃狩り、最高 !!

栄
光
園
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
コ
ロ

ナ
の
大
流
行
で
令
和
二
年
度
は
内
部

で
の
食
事
会
、
昨
年
度
は
旧
伊
勢
丹

倉
庫
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

ハ
イ
キ
ン
グ
ら
し
い
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
は
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

高
尾
山
、
昭
和
記
念
公
園
、
近
場
の

旭
が
丘
中
央
公
園
、
多
摩
平
第
一
公

園
の
四
か
所
を
三
日
間
に
分
け
分
散

し
、
な
る
べ
く
少
人
数
で
ハ
イ
キ
ン

グ
に
出
か
け
ま
し
た
。
係
と
し
て
は

新
生
園
で
は
「
観
る
、
聴
く
、
触

れ
る
」
な
ど
の
体
験
を
目
的
と
し
た

一
日
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
で

複
数
の
行
き
先
か
ら
行
き
た
い
場
所

を
選
び
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

山
梨
の
桃
狩
り
で
は
、
木
に
な
っ

た
た
く
さ
ん
の
桃
に
一
生
懸
命
、
手

を
伸
ば
し
、
甘
い
香
り
を
楽
し
み
つ

つ
、
も
ぎ
た
て
の
桃
に
舌
鼓
し
ま
し

た
。
多
摩
六
都
科
学
館
に
参
加
し
た

制
限
が
あ
る
中
で
、
な
か
な
か
企
画

が
定
ま
ら
ず
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、

利
用
者
が
「
久
し
ぶ
り
に
高
尾
山
に

登
れ
て
よ
か
っ
た
」「
カ
ナ
ン
弁
当

が
美
味
し
か
っ
た
」
等
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
先
、
コ
ロ
ナ
が
ど
う
な
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
と
し
て
は
、

少
し
で
も
利
用
者
が
楽
し
め
る
行
事

の
企
画
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

利
用
者
は
、
か
ら
だ
・
自
然
・
地
球

の
し
く
み
に
つ
い
て
学
び
、
地
球

コ
ー
ナ
ー
で
は
無
重
力
体
験
を
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
埼
玉
・
鉄
道
博
物

館
で
は
鉄
道
の
ジ
オ
ラ
マ
鑑
賞
や
蒸

気
機
関
車
「
Ｄ
51
」
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
に
て
疑
似
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

何
か
に
つ
け
て
「
コ
ロ
ナ
」、「
コ

ロ
ナ
」
と
叫
ば
れ
る
昨
今
で
す
が
、

日
常
生
活
か
ら
少
し
離
れ
、
良
い
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

光の家新生園

光の家栄光園

社
会
見
学

ハ
イ
キ
ン
グ

✦
令
和
四
年
六
月
二
十
八
日（
火
）

　
場
所
：
山
梨
・
桃
狩
り
／
東
京
・
多
摩
六
都
科
学
館

✦
令
和
四
年
六
月
三
〇
日（
木
）

　
場
所
：
山
梨
・
桃
狩
り
／
埼
玉
・
鉄
道
博
物
館

✦
令
和
四
年
五
月
十
二
日（
木
）、

	

十
七
日（
火
）、二
十
三
日（
月
）

　
場
所
：
高
尾
山
、
昭
和
記
念
公
園
、

	

旭
が
丘
中
央
公
園
、多
摩
平
第
一
公
園	
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子牛のミルク飲み楽しいなぁ～♪

エクシブ那須の庭園で記念撮影

簡易版ボッチャ

玉入れ

就
労
ホ
ー
ム
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

リ
ス
ク
を
鑑
み
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
レ

ク
大
会
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

昼
食
は
カ
ナ
ン
の
食
事
を
、
就
労

ホ
ー
ム
内
で
四
箇
所
に
分
か
れ
、
み

ん
な
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
し
た
。
レ
ク
大
会
の
為
の
特

別
ス
イ
ー
ツ
も
あ
り
、大
満
足
で
し
た
。

お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後

は
、
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
す
内
容

で
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
も
な
っ
て
い

今
年
度
も
日
程
を
三
日
間
に
分

け
た
少
人
数
制
の
青
梅
へ
の
旅
行

と
、
避
暑
地
で
あ
る
那
須
高
原
に

一
泊
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

青
梅
へ
は
車
で
一
時
間
弱
で
行
く

事
が
出
来
、
今
年
も
か
ん
ぽ
の
宿
で

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
那
須
へ

は
今
年
も
公
共
の
交
通
機
関
で
あ
る

電
車
・
新
幹
線
を
利
用
し
て
行
っ
て

る
ボ
ッ
チ
ャ
を
簡
易
版
と
し
て
取
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
こ
ぎ
っ

こ
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
、
段
ボ
ー
ル
で
作

成
し
た
、
巨
大
だ
る
ま
落
と
し
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

自
然
と
仲
間
を
応
援
し
た
り
、
競
技

に
夢
中
に
な
っ
た
り
と
、
大
興
奮
で

し
た
。

大
い
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
良
い
気
分
転
換
と
な
り
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
牧

場
で
仔
牛
に
ミ
ル
ク
を
与
え
る
体
験

や
、
ホ
テ
ル
で
は
豪
華
な
フ
レ
ン
チ
、

和
食
御
膳
と
美
味
し
い
料
理
を
堪
能

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

終
息
が
見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
来
年
も
ま
た
皆
さ
ん
で
元

気
に
旅
行
へ
行
け
る
よ
う
に
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

光の家神愛園

光の家
就労ホーム

一
泊
旅
行

レ
ク
大
会

✦
令
和
四
年
五
月
十
八
日（
水
）、

	

六
月
八
日（
水
）、
六
月
二
十
一
日（
火
）

　
場
所
：
か
ん
ぽ
の
宿
青
梅

✦
令
和
四
年
七
月
五
日（
火
）～
六
日（
水
）

　
場
所
：
那
須
高
原

✦
令
和
四
年
五
月
十
二
日（
木
）

　
場
所
：
光
の
家
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
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点字の仕組みを学びました

大和証券国立支店長からの寄附金

タップの足音がすごい！！

フラメンコ団全員集合！ 利用者とのふれあい

✦
令
和
四
年
七
月
二
日（
土
）

　
場
所
：
日
野
市
旭
が
丘
中
央
公
園

	

地
区
セ
ン
タ
ー

エ
イ
デ
ル
研
究
所
の
和
田
氏
が
ギ
タ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
る
フ
ラ
メ
ン

コ
団
の
六
名
の
み
な
さ
ん
が
、
三
年
ぶ
り

に
光
の
家
講
堂
で
、
本
格
的
な
フ
ラ
メ

ン
コ
の
演
舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
の
調
べ
に
加
え
気
迫
の
こ

も
っ
た
タ
ッ
プ
と
、
小
気
味
よ
い
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
で
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ

ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
視
覚
障

害
の
利
用
者
も
、
本
格
的
な
フ
ラ
メ
ン

コ
の
迫
力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た

点
字
教
室

今
年
の
点
字
教
室
は
、
定
員
二
十

名
に
対
し
、
予
約
で
満
席
に
な
る
ほ
ど

盛
況
の
中
で
の
開
催
で
し
た
。

点
字
の
仕
組
み
を
学
び
、
実
際
に

読
み
書
き
の
練
習
を
し
て
、
最
後
に
は

生
活
用
品
の
名
前
を
点
字
に
し
て
、
視

覚
障
害
の
方
に
伝
え
て
み
る
と
い
う
体

験
型
の
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ラ
メ
ン
コ
団
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
大
和
証
券

株
式
会
社
様
よ
り
、
寄

附
金
を
頂
き
ま
し
た
。

大
和
証
券
様
は
、
毎

年
光
の
家
の
バ
ザ
ー
に

多
数
の
提
供
品
を
下
さ

る
な
ど
、
光
の
家
の
活

動
を
深
く
理
解
し
て
下

さ
っ
て
い
る
企
業
で
す
。

今
回
頂
い
た
寄
附
金

は
、
大
和
証
券
グ
ル
ー

プ
が
、
創
業
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
た
、「
大
和
証
券
グ
ル
ー

プ
百
二
十
周
年
記
念　

こ
ど
も
の
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
寄
附
金
と
の
こ

と
で
す
。

大和証券より
寄附金を頂きました

フ
ラ
メ
ン
コ
団
来
園

✦
令
和
四
年
七
月
三
日（
日
）

　
場
所
：
東
京
光
の
家
講
堂
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ハイジャンプ !!

エイ !!

走れ～走れ～

まっすぐ走れるかな ?!

ボールよ！高く飛べ～

メダル取ってピース！

「
三
年
ぶ
り
再
開
へ
」
新
型
コ
ロ

ナ
で
延
期
さ
れ
て
い
た
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
駒
沢
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

無
観
客
で
の
開
催
で
す
が
、
光
の
家

の
利
用
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

が
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
、
精
一

杯
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
大
会
は
各
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー

で
き
る
種
目
を
、
一
種
目
の
み
と
す

る
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
出

場
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
競
技
に

参
加
で
き
て
良
か
っ
た
。」「
来
年
は

も
っ
と
練
習
し
て
出
場
し
た
い
。」
と

の
前
向
き
な
意
見
が
聞
か
れ
、
以
前

の
よ
う
な
開
催
状
況
に
は
戻
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
身

体
を
動
か
す
喜
び
や
楽
し
さ
、
選
手
、

関
係
者
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き

た
大
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

来
年
は
ぜ
ひ
通
常
開
催
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

光の家新生園
就労ホーム

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

✦
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日（
日
）　
就
労
ホ
ー
ム

✦
令
和
四
年
五
月
二
十
八
日（
土
）　
新
生
園

　
場
所
：
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場

令
和
四
年
三
月
七
日

～
七
月
八
日

寄
付
者
名
簿

舩
橋 

敬 

様 

ア
イ
ス 

三
〇
五
本

 

ほ
う
れ
ん
草
餃
子 

二
五
パ
ッ
ク

 

枝
豆 

一
〇
㎏

東
京
都
福
祉
保
健
局
生
活
福
祉
部
保
護
課

中
屋
様
、
中
谷
様

 

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク 

一
〇
〇
〇
枚

 

P
V
C
手
袋 

二
〇
〇
〇
双

 

P
E
手
袋 

二
五
〇
〇
双

東
京
都 

障
害
者
施
策
推
進
部 

施
設
サ
ー
ビ
ス

支
援
課 

障
害
者
支
援
担
当　

安
達
様

 

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク 

二
〇
〇
〇
枚

 

P
V
C
手
袋 

四
〇
〇
〇
双

 

P
E
手
袋 

五
〇
〇
〇
双

宮
田 

容
子 

様 

雑
巾 

一
〇
〇
枚

伊
藤 

和
子 

様 

苺 

三
箱

土
屋 

い
ち
子 

様 

キ
ャ
ベ
ツ 

二
〇
㎏

 

さ
く
ら
ん
ぼ 

三
㎏

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ 

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
百
二
十

周
年
記
念
こ
ど
も
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

様

 
 

金
十
万
円

河
村 

正 

様 

麦
茶 

一
二
〇
本

綾
木 

潔 

様 

ス
イ
カ 

一
〇
玉



会報第217号 2022.8.1

（8）東京光の家ホームページ　https://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

光
バ
ン
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

東
京
光
の
家
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

に
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★ 

期
日　

 

一
〇
月
一
〇
日
（
月
） 

一
〇
時
よ
り

★ 

会
場　

 

東
京
光
の
家 

旧
伊
勢
丹
倉
庫

★ 

提
供
品
に
つ
い
て
の
希
望

 

日
用
品
・
お
も
ち
ゃ
・
文
具
・
雑

貨
品
・
食
器
・
食
品
・
衣
料
品
（
新

品
同
様
の
も
の
）・
古
本
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

★ 

お
断
り
し
て
い
る
も
の

  

家
具
・
中
古
の
電
気
製
品
・
布

団
・
雛
人
形
・
五
月
人
形
・
ゴ

ル
フ
セ
ッ
ト
・
ス
キ
ー
等

★ 

提
供
品
受
付
期
間

九
月
末
頃
ま
で

※ 

ご
連
絡
頂
け
れ
ば
回
収
に
お
伺
い

致
し
ま
す
（
多
摩
地
区
の
み
）。

第
45
回 

東
京
光
の
家

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に

物
品
提
供
を

六
月
一
四
日
（
火
）、一
五
日
（
水
）

の
二
日
間
に
渡
り
、
光
バ
ン
ド
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「
光
あ
れ
」
を
は

じ
め
、全
一
〇
曲
を
収
録
し
た
ニ
ュ
ー

ア
ル
バ
ム
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。九
月
二
四
日
の
コ
ン
サ
ー

ト
時
に
販
売
す
る
予
定
で
す
。

光バンド レコーディングお疲れ様でした！

このコンサートの売上金の一部を福祉団体及び日野市（ウクライナ義援金）に寄付致します。

✦
日
時
：
令
和
四
年
九
月
二
四
日（
土
）　

開
場
一
四
時
・
開
演
一
五
時

✦
会
場
：
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル（
日
野
市
民
会
館
）

東
京
都
日
野
市
神
明
一
―
一
二
―
一

✦
交
通
：
Ｊ
Ｒ
中
央
線
日
野
駅
よ
り
徒
歩
一
五
分

バ
ス
…
Ｊ
Ｒ
中
央
線
日
野
駅
か
ら「
高
幡
不
動
駅
」
行
き
、

ま
た
は
京
王
線
高
幡
不
動
駅
か
ら「
日
野
駅
」行
き
に
乗
り
、

「
日
野
市
役
所
」
バ
ス
停
下
車

✦
福
祉
協
力
券
：
一
枚 

二
、〇
〇
〇
円

✦
司
会
：
高
田　

敏
江（
女
優
）

✦
お
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
福
祉
法
人 

東
京
光
の
家

電
話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

光
バ
ン
ド

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

Recording


